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簡易環境影響評価書に対する意見について 

 

 

 平素は当市の環境行政にご理解を賜り、厚くお礼申しあげます。 

 サクシードヒルズ西方宅地開発事業簡易環境影響評価書に係る意見につきまして、別紙

のとおり意見を提出いたします。 
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サクシードヒルズ西方宅地開発事業簡易環境影響評価書に係る意見
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住民意見
及び事業
者見解（意
見番号1-
18）

【事業者見解】盛土約30°、切土約35°ではないでしょうか。

環境影響評価を行う過程において、項目及び手法の選定等に係る事項に新たな事情が生じた場合は必要に応じて選定した項目及び手法の見
直しや追加調査、予測及び評価を行うこと。

意見

当該手続きに直接関係するものではありませんが、開発事業を計画する段階においては都市計画法及び関係法令ならびに桑名市開発行為に
関する指導要綱の内容を十分理解し、遵守してください。

住民説明会において、開発事業に対する不安や不満の声をあげられた方に真意を確認し、それら不安や不満を解消するよう努めてください。

道路計画や排水計画などについては、接続先付近の住民のみならず、関係する地域住民の理解を十分に得たうえで、都市計画法の手続きを進
めるよう努めてください。

住民の意見にもありますが、市の計画（P7，2-8、P10，3-6）等について、所管課と十分協議してください。

表6.1.4（1）について、ポンプ設備などの騒音、振動、低周波音の発生源となりうる施設を設置する場合は、環境影響評価を騒音、振動、低周波音
についてされますか。

「可能な限り低騒音・低振動型建設機械を使用」と記載があるが、低振動型が使用されなかった時の予測結果と評価はどうなるか。

環境保全措置については、住民の意見を遵守されるとともに、環境影響評価の調査及び予測結果を基に環境影響への低減・回避がなされるよう
十分検討すること。


